
 

図 1  入力部品の定義 

<xsd:element name="InputFC"> 
<xsd:complexType> 

<xsd:sequence minOccurs=”0” maxOccurs=…> 
       <xsd:choice> 

<xsd:element ref="xforms:Input/> 
<xsd:element ref="xforms:Secret"/> 
<xsd:element ref="xforms:Textarea"/> 
<xsd:element ref="xforms:Select1"/> 
<xsd:element ref="xforms:Select"/> 
<xsd:element ref="xforms:Trigger"/> 

   </xsd:choice> 
</xsd:sequence> 

  … 
</xsd:complexType> 

</xsd:element> 
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1. はじめに 
開発の初期段階で開発工数を見積もるために，

ソフトウェアの機能規模測定技法が注目を集めて

いる．対話型ソフトウェアの開発において，画面

仕様書は要求定義段階で得られる主な仕様であり，

画面仕様書を用いた信頼度の高い機能規模測定技

法がますます重要となってきている． 

本研究では，対話型ソフトウェアの標準機能規

模を測定するために，XForms を拡張した画面仕

様書の記述形式を提案する．また，これに基づい

た機能規模測定技法の詳細化を行う．これらの提

案に基づき，測定支援システムの一部を実装した． 

2. 従来研究と問題点 
野中ら[1]は，COSMIC-FFP 測定法を対話型ソフ

トウェアに適用し，画面仕様書から機能規模を測

定する技法を提案した．この技法では，GUI 部品

を分類して機能部品を識別し，これにデータ移動

サブプロセスを割り当てることにより，標準機能

規模を測定する．一方で，より効率的に測定する

ために，自動測定技法の確立が必要である．文献

[2]で，著者らは画面仕様書を XForms で記述する

ことの妥当性を概念的に示した．しかし，具体的

な記述仕様と支援システムを開発する必要がある． 

3. XForms の拡張 
XForms は，Web フォームの意図と表現形式を

分離して記述する XML ベースの仕様である．

XForms を対話型ソフトウェアの機能規模測定に

利用するために，以下に示す拡張を行う． 

1) マルチメディア部品の追加 
XFormsのスキーマにmultimediaInfoというデー

タタイプを追加したうえで，<multimedia>部品の

タグを定義する．マルチメディア情報の種類を記

述するために，mediatype 属性を設ける．これらの

拡張により，画像や音声などの種類を具体的に記

述できる．mediatype 属性には，現在 image/gif, 
audio/mp3 などの 8 種類が定義され，利用できる． 
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2) 機能部品の追加 

機能部品とは，利用者にとって意味のあるデー

タ単位を入出力するのに用いられる GUI 部品の

集合である[2]．それには，入力部品，出力部品お

よび複合部品などの 3 種類がある．表 1 に機能部

品に割り当てる GUI 部品を示す． 
表 1 各機能部品に割り当てる GUI 部品 

GUI 部品 入力部品 出力部品 複合部品

input ○ - ○ 

secret ○ - ○ 

textarea ○ - ○ 

select1 ○ - ○ 

select ○ - ○ 

trigger ○ - - 

output - ○ - 

multimedia - ○ - 

scrollbar - - - 

各機能部品は，それに割り当てる GUI 部品をグ

ループ化して，XForms のスキーマに機能部品の

タグを定義した．図 1 に入力部品の定義を示す． 

3) 複合部品への対応 
<input>などの GUI 部品は，記憶領域や他のサブ

システムから初期値を受け取って表示する機能を

持つ場合には，それが複合部品に割り当てられる．

初期値を記述するために，defaultValueAttrs という

属性グループを定義し，<input>, <secret>, <text 
-Area>などの部品に追加した(図2)．それにより，

これらの部品が初期値を持つ場合に，測定技法に

従って複合部品として識別することができる． 
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図 2  defaultValueAttrs の定義 

<xsd:attributeGroup name="defaultValueAttrs"> 
<xsd:attribute name="defaultModel" type="xsd:IDREF" … />

  <xsd:attribute name="defaultValue" type="xsd:string" … />
</xsd:attributeGroup> 

 
 
 
 
 
 

4. 測定ルールの自動化 
拡張した XForms 仕様に基づいて，従来の機能

規模測定技法に関する以下の詳細化を行う． 

1) データグループの識別 

データグループは利用者にとって意味のあるデ

ータ属性の集合である．本技法では，データモデ

ル部の<instance>タグの第一階層に記述されたデ

ータをデータグループとして識別する． 

2) 機能部品の識別 

機能部品の識別については，<instance>タグで識

別されたデータグループに含まれるデータ属性を

参照する GUI 部品を抽出し，それの種類を調べる

ことにより，対応する機能部品に割り当てる． 

· 入力部品の識別 
入力部品に割り当てる 6 種類の GUI 部品(表 1)

のうち，<trigger>部品は setValue 属性を，その他

の部品は ref 属性を参照することで識別する． 

これらの 6 種類の GUI 部品から構成される GUI
部品群は，一つの入力部品として識別し，それに

標 準 機 能 規 模 2Cfsu’ (Cosmic functional size 
unit-prime) を割り当てる． 

· 出力部品の識別 
<output>部品と<multimedia>部品については，ref

属性で関連データ属性を調べる．<output>部品と

<multimedia>部品から構成される GUI 部品群は一

つの出力部品として識別し，それに標準機能規模

2Cfsu’を割り当てる． 

· 複合部品の識別 
複合部品は以下の 3 つのタイプがある： 
a) 出力部品と入力部品を含む GUI 部品群 

b) 拡張した XForms により，defautValue 属性

を持つ入力部品を含む GUI 部品群 

c) itemset 属性を持つ<select1>，あるいは

<select>部品を含む GUI 部品群 
複合部品に標準機能規模 4Cfsu’を割り当てる． 

3) 標準機能規模の測定 
以上の方法で識別された機能部品を計数し，式

(1)により対話画面の標準機能規模を算出する． 

  ∑
∈

×=
),,( compoutputinputi

CSiFCiFSi              (1) 

FSi: 画面 i の標準機能規模 

FCi: 機能部品の数 CSi: 機能部品の標準機能規模 

 input: 入力部品 output: 出力部品 comp: 複合部品 

5. 測定支援システム 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 測定支援システムは，Microsoft Visio 2002 をベ

ースに VB (Visual Basic) ver.6 を利用して開発した．

以下に，本システムの構成要素を説明する(図 3)． 
� 変換ツール： 

∙ 構造解析部: Visio で作成した画面仕様書の構

造解析を行い，GUI 部品，データグループなどの

情報を抽出し，構造解析データベースに格納する． 

∙ XForms 作成部: 抽出した構造情報に基づき，

拡張した XForms 仕様を用いて，XForms 形式の画

面仕様書を作成する． 

� 測定ツール： 

∙ 機能規模測定部: XForms 形式画面仕様書から，

詳細化した機能規模の測定ルールを用いて，画面

ごとの機能規模を測定する． 

6. 測定実験と検証 

某社カーナビゲージョンソフトウェアの対話部

のうち 20 個の画面を選び，その画面仕様を拡張し

た XForms 仕様を用いて記述し，測定支援システ

ムを用いて機能規模を測定した．その結果，拡張

した XForms で記述した画面仕様書による機能規

模測定の実現が確認できた．また，測定支援シス

テムによる測定効率の向上も確認できた． 

7. 結論 

本稿では，機能規模測定の目的で，XForms を拡

張し，それを用いて標準機能規模の測定技法を詳

細化した．測定支援システムを開発することによ

り，対話型ソフトウェアの開発初期段階において，

効率的に機能規模を測定することが期待できる．

一方で，画面間の遷移条件などの条件を考慮した

うえで，機能部品に複雑度を与えて機能規模を測

定する技法が今後の課題である． 
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図 3 測定支援システム構成図 
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